様式２
令和５年度通級による指導担当教員等専門性充実事業報告書（記入例）

締め切り：令和６年３月８日（金）

	学校名
	

	事業実施日
	　　月　　日（　　）※複数日実施の場合は、この欄に併記する。　

	通級による指導担当者名
	

	対象児童生徒数
	

	実施後に取り組んだこと
	例）
黒板の視写に時間がかかっているので、書き写す内容を手元で見て写すことができるように、板書内容をプリント等で提示する。

週に１回、通常の学級の担任とミーティング（１５～２０分程度）をし、通級指導教室での様子を伝えたり、学級の中での具体的な困り感への手立てについて話し合ったり、情報共有をする機会を設けるようにした。


	成果と課題
	例）

・通常の学級における授業では、板書に時間がかかるため、プリントを準備して貼るようにした。考えたり、聞いたりする時間が増え、理解できることが増えた。
・通常の学級担任と情報交換を行い、他教科の教員ともうまくいった支援方法を共有していくこと、様々な場面の情報を収集し、生徒の変容を確認した。
・生徒に必要な支援や配慮について、全校で共通確認し取り組んでいくことが必要である。
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